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第1回国際極年計画 (1st Polar Year)：1882.8-1883.8  
  参加国11、北極周辺12点､ 中緯度約30点、気象・地磁気・極光、  
  東京赤坂今井町42番地(工部省用地）で地磁気毎時観測開始 
第2回国際極年計画 (2nd Polar Year)：1932.8-1933.8  
  参加国44、110点（半数が極地域）､ 気象・地磁気・極光・電離層 
  富士山頂気象観測所開設、豊原(樺太)・阿蘇・仙台に地磁気観測所 
国際地球観測年（IGY；International Geophysical Year)：1957.7-1958.12  
  参加国66､約4000点：気象・地磁気・極光・電離層・大気光・太陽活動・宇宙線・ロケット・ 






Meteorological Inst.(DMI, Copenhagen)と Dept.of Terrestrial Magnetism of Carnegie Inst., 
Washington D.C.(DTM-CIW) の二つの中央局に集めて研究者に提供することが決められた。これ
が後の WDC(World Data Center) Systemの原型になる。 
 IGYの開始に先立って国際学術連合会議（ICSU;現在の国際学術会議）IGY特別委員会(CSAGI)
は IGYデータの消滅回避・地域的利用促進の為、複数のデータセンター（World Data Center, 
Solar and Geophysical）を設立することを決めた。当時の政治情勢を反映して米国とロシアに
WDC-A, WDC-Bの 総合的WDCが、ヨーロッパとアジア・オーストラリアに分野別の WDC-C1, 
WDC-C2が誕生した。 
 
IGY期間中にその重要性が認識されたWDCは IGY後も存続し、1968年には ICSU に Panel for 
World Data Centers が設置されて、以後、WDCは、このパネルにより統括され、運営の基本方針
決定、WDC新設の認可、既存WDCの評価、data rescueプロジェクト、発展途上国への援助、デ
ータ問題への意見具申、特別観測計画への協力、他データ組織との協調等が検討された。 






て、”WDC, Solar and Geophysical”は、”WDC, Solar, Geophysical and Environmental”呼ばれる








    WDC-C2 for Geomagnetism     ： 京大理学部 
 133
    WDC-C2 for Airglow            ： 東大天文台（ -> 国立天文台：NAO), 
    WDC-C2 for Ionosphere     ： 郵政省電波研究所（ -> 情報通信研究機構) 
    WDC-C2 for Cosmic Rays       ： 理化学研究所。後に名大太陽地球環境研究所に移管 




  WDC-C2 for Solar Radio Emissions(1969) : 名大空電研究所, 後に NAOに移管  
    WDC-C2 for Solar Terrestrial Activities（1969）： 宇宙科学研究所 
後に WDC for Space Science Satellites に改称 




  アジア－太平洋地区代表のパネル委員は、前田 坦(-1985?), 杉浦正久(1986?-1997), 荒木 徹














京大理学部    地磁気世界資料解析センター       
名大空電研究所  太陽電波世界資料センター    (後に国立天文台へ移管) 
 東大天文台    太陽活動世界資料解析センター  （    同      ） 
 宇宙科学研究所   科学衛星世界資料解析センター 
 極地研究所    資料系オーロラ資料部門             
     




























地磁気センターは、杉浦正久先生の肝いりとやはり亀井氏の尽力で、1987年に NASAの SPAN 

















位で、ルナー1 号(1959 年 1 月)は月から 6000km の地点まで接近し、ルナー3 号（3 月）は月面に
到達してペナントを残し、ルナー4 号(3 月)は月裏側の写真を電送した。1961 年 4 月にはガガーリ
ンを載せたボストーク 1 号が地球を１周し、続いて 8 月にはチトフがボストーク２号(５トン)で地





うとした最初の月ロケット（1958 年 8 月）も爆発炎上した。続いて月を目指した パイオニア１号
（10 月)・2 号(11 月)・3 号(12 月)は、共に地球引力圏を脱出できず逆戻りした。パイオニア 4 号(1959
年 3 月)は月へ向かう事が出来たが、誘導技術未熟のため月から 56000km の遠方を通過した。米国
月ロケットの成功は、1964 年の レインジャー6,7 号まで待たねばならなかった。 
 ガガーリンに対抗する有人飛行では、A.シェパード (1961.5、マーキュリー3 号、15 分間）、グ
リソム(1961.7、同 4 号、16 分間)の 弾道飛行の後、John.グレンが地球を３周( 同 6 号、1962.2、
4h55m）して米国民の大歓迎を受けた。軌道周回飛行は、Scott カーペンター(1962.7, 同 7 号, 3
周,260 分）、W.シラー（1962.8、地球 6 周）と続き、米国は少しずつ落ち着きを取り戻していく
（コロラド州ボールダー市には、Scott Carpenter Park がある）。 
 米国にも IGY 期間中に 10 数 kg の人工衛星を上げる計画はあった。海軍のバンガードと陸軍の
エクスプローラー両計画が競合し、アイゼンハワー政府がバンガードを選択したのが遅れを生んだ







1952     Van Allen： ロックーンを打ち上げ、オーロラ帯付近で強い放射線を観測。 
1956     Freedman： 太陽フレアに伴う X 線をロケット観測、デリンジャー現象の原因を確定。 
1958.1    エクスプローラー1 号(14kg)：米国最初の人工衛星；ガイガーカウンターで放射線測定。 
1958.12   エクスプローラー3 号(14kg)：米国２番目の衛星；降下電子測定。1 号の結果と合わせ
て Van Allen 帯を発見：IGY 最大の発見と言われる。  
1960.7    ナイキケージュンロケット ：Fort Churchill でオーロラに突入, 降下電子測定。 

















講座を持つ４大学に 1-3 部門の学部付属研究施設が新設されていった。 
 
東大 ：地球物理研究施設、     東北大：超高層研究施設 
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